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令和 6年度 がん薬物療法部会活動報告 

 

１． 部会開催について 

１）第 1回がん薬物療法部会開催 

（１） 日  時：令和 6年 8月 19日（月） 18：00－18：20 

（２） 開催方法：ハイブリッド開催 現地：ちよテラホール  

（３） 出 席 者：佐竹、根来、窪田、溝渕、岡野、川内、岡本、弘末 

  欠 席 者：秋森 

 

２）第 2回がん薬物療法部会開催予定 

（１） 日  時：令和 7年 1月 9日（木） 18：00－ 

（２） 開催方法：ハイブリッド開催 現地：ちよテラホール  

（３） 出席予定者：佐竹、秋森、根来、窪田、溝渕、岡野、川内、岡本、弘末 

 

 

３）第 1回がん薬物療法看護 WG開催（偶数月第 1金曜日定期開催） 

（１） 日  時：令和 6 年 10 月 1 日（火） 18：00－19：00 

（２） 開催方法：WEB開催   

（３） 出 席 者：佐竹（挨拶）、山本（直）、字原、、北原、桑原、山本（美）、 

福岡、日野、山﨑、塚本、薦田、弘末 

（４） 各自挨拶、WG長→山本直美（高知赤十字 HP）、今年度計画検討 

 

４）第 2回がん薬物療法看護 WG開催 

（１） 日  時：令和 6年 12月 6日（金） 17：30－18：30 

（２） 開催方法：WEB開催  

（３） 出 席 者：山本（直）、字原、北原、桑原、山本（美）、福岡、日野、 

山﨑、塚本、薦田、弘末 

 

５）第 3回がん薬物療法看護 WG開催予定 

（１） 日  時：令和 7年 2月 7日（金） 17：30－18：30予定 

（２） 開催方法：WEB開催  

（３） 出席予定：山本（直）、字原、北原、桑原、山本（美）、福岡、日野、 

山﨑、塚本、薦田、弘末 

（４） 次年度計画検討 
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２． 講演会開催について 

１）第 1回がん薬物療法部会講演会（ハイブリッド開催） 

（１）開催日時：Ｒ6年 8月 19日（月）19：00－20：35 

（２）一般演題：「irAE症例共有」  

講師：坂本 礼聡先生（近森病院 消化器外科） 

 坂本 秀男先生（高知大学医学部附属病院 腫瘍内科） 

特別講演：「進行再発の胃癌薬物療法における最近の話題」 

講師：原 浩樹先生（埼玉県立がんセンター消化器内科科長兼診療部長） 

座長：佐竹 悠良先生（高知大学医学部附属病院 腫瘍内科学講座教授） 

会場：ちよテラホール 

参加者数：59名（現地 22名・WEB37名）     

 

２）第 2回がん薬物療法部会講演会予定（ハイブリッド開催） 

（１） 開催日時：Ｒ7年 1月 22日（木）19：00－20：00 

（２） 演題：「香川大学医学部附属病院におけるがんゲノム医療の現状と課題」 

講師：奥山 浩之先生（香川大学医学部附属病院がんゲノム医療センター/がんセンタ

ー/腫瘍内科准教授） 

講師：楠 京子先生（香川大学医学部附属病院がんゲノム医療センター技能補佐員） 

     会場：ちよテラホール 

 

３）第 1回がん薬物療法看護ＷＧ講演会予定（ハイブリッド形式） 

（１）開催日時：Ｒ7年 1月 9日（木）18：30－20：00 

（２）テーマ：チーム医療 

演題：「131床の病院でも？！だからこそ！のがん診療におけるチーム医療」 

   講師：小髙 雅人先生（佐野病院 消化器がんセンター長） 

          下別府 郁子先生（佐野病院 診療技術部 薬局 外来がん治療専門薬剤師） 

竹本 梓先生（佐野病院 消化器センター病棟/外来化学療法室師長） 

       会場：ちよテラホール 

 

４）第 2回がん薬物療法看護ＷＧ講演会予定（ハイブリッド形式） 

（１）開催日時：Ｒ7年 3月 18日（火）18：00―19：00 

（２）テーマ：大規模災害時のがん医療と看護 

演題：「災害医療・看護について学び、備えについて考える」 

   講師：中信 利恵子先生（日本赤十字広島看護大学 教授）  

     会場：ちより街テラス 2階 TSUKI 
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令和 6年度第 1回高知がん診療連携協議会 がん薬物療法部会議事要旨 

 

 

１．開催日時：令和 6年 8月 19日（月）18：00～18：20 

２．開催場所：ちより街テラス 3階 ちよテラホール 

３．開催形式：ハイブリッド開催 

４．出席者：（敬称略）［現地］佐竹、弘末［WEB］根来、窪田、溝渕、岡野、川内、岡本 

欠席者：秋森 

 

［配付資料］ 

・議事次第 

・資料 1_案内状 819がん薬物療法部会講演会 

・資料 2_令和 6年度第 1回がん薬物療法部会講演会 

・資料 3_BCP 

 

1. 部会長挨拶 

高知大学医学部附属病院腫瘍内科の佐竹悠良部会長より挨拶。 

 

2. 令和 6年度部会活動中間報告（資料 1、2） 

資料 1 と資料 2 に基づき、佐竹部会長より、本日 19 時からの「がん薬物療法講演会」

について案内及び令和 6 年度上半期の活動報告として、がん薬物療法部会の講演会の

概要が説明された。下半期の計画については、BCP（事業継続計画）であることが説

明された。 

3. BCPについて（資料 3） 

資料 3に基づき、弘末委員より BCPについての詳細な説明が行われた。 

今年度下半期の取り組みとして、BCP に関連する資材の作成を進める計画が提案され、

承認された。溝渕委員及び川内委員より、医療者側の対応策の重要性についての意見

が述べられた。 

4. その他 

弘末委員より、がん看護ワーキンググループの各施設の委員が決まりつつあり、今年

度の会議及び研修会が予定されていることが報告された。 

 

佐竹部会長より、次回の部会開催については年末年始を予定していることが告知され

た。 
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令和 6年度第 2回高知がん診療連携協議会 がん薬物療法部会議事要旨 

 

１．開催日時：令和 7年 1月 9日（木）18：00～18：25 

２．開催場所：ちより街テラス 3階 ちよテラホール 

３．開催形式：ハイブリッド開催 

４．出席者：（敬称略）［現地］佐竹、弘末 

［WEB］根来、窪田、溝渕、岡野、川内（代理出席）、岡本  欠席者：秋森 

 

［配付資料］ 

・議事次第 

・資料 1_R6年度がん薬物療法部会活動報告 

・資料 2_第 1回がん薬物療法部会議事録 

・資料 3_がん薬物療法看護ＷＧ委員名簿 

・資料 4_第 2回がん薬物療法看護ＷＧ議事録 

・資料 5_第 1回がん薬物療法部会講演会アンケート結果 

・資料 6_第 2回がん薬物療法部会講演会チラシ 

・資料 7_第 1回がん薬物療法看護ＷＧ講演会チラシ 

・資料 8_災害時の対応 

・資料 9_高知がん診療連携協議会がん薬物療法部会Ｒ7年度事業計画案 

 

1. 部会長挨拶 

佐竹部会長より挨拶があった。 

2. R6年度がん薬物療法部会活動報告 

佐竹部会長より、資料 1～7に基づき、令和 6年度の活動報告が行われた。 

• がん薬物療法看護師 WGの活動開始 

オンライン形式で令和 6年 10月より偶数月に活動を開始。 

• 第 1回部会講演会アンケート結果の共有 

8月 19日に実施した講演会アンケート結果を報告。新しい薬物療法、免疫チェッ

クポイント阻害薬、有害事象など、要望の多かったテーマを次回以降の講演会で取

り上げる予定。 

• 第 2回部会講演会案内 

令和 7年 1月 22日に開催予定の講演会について説明。香川大学医学部附属病院の

エキスパートパネルによる取り組みを共有予定。 

• 第 1回がん薬物療法看護師 WG講演会の案内 

本日（1月 9日）開催の研修会について案内。佐野病院の医師、薬剤師、看護師が

講義を担当。 
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 弘末委員より、がん薬物療法部会看護師 WGについて、資料 4に基づき、説明があっ

た。 

各施設の取り組みや課題を共有し、協議を通じて改善を目指すこと。 

（irAE、アピアランスケア、高齢者や独居患者の対応、かかりつけ連携など。） 

患者用および医療者用の災害時 BCP資材作成について取り組み中。 

 

3. 災害時 BCPについて 

がん相談支援センターの前田課長補佐より、資料 8に基づき以下の説明あった。 

災害時の対応 

• 国立がん研究センターが提供する「がん情報サービス」による被災患者の受診可能

施設の集約・発信システムについて紹介。 

• 被災地からの災害報告や周辺地域による受け入れ情報の登録が必要。 

この情報は、がん相談支援センターを設置しているがん診療連携拠点病院間のみで

共有されていること。 

今後の課題 

• 高知県内での災害時ネットワーク構築の必要性を指摘。 

• 高知がん診療連携協議会や県がん対策推進協議会での議論が求められる。 

4. 令和 7年度がん薬物療法部会活動計画（案） 

佐竹部会長より、令和 7 年度の活動計画（案）について、資料 9 に基づき、説明があった。 

• がん薬物療法看護師 WGを偶数月開催、講演会を 2回実施予定。 

• がん薬物療養部会および講演会を各 2回実施予定。 

• 災害時 BCP資材作成を令和 7年度前半までに完了予定。 
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令和 6年度第 2回高知がん診療連携協議会 がん薬物療法看護ＷＧ議事録 

 

１．開催日時：令和 6年 12月 6日（金）17：30～18：30 

２．開催形式：ＷＥＢ開催 

３．出席者：（敬称略）司会：山本（直）、字原、北原、桑原、山本（美）、福岡、日野、山﨑、塚本 

薦田、書記：弘末 

 

［配付資料］ 

・なし 

 

［議題］ 

１． 今年度の事業計画について 

２． 今後取り組みたい事業計画や講演会について 

３． その他 

 

［検討事項］ 

１．Ｒ6年度第 1回 がん薬物療法看護ＷＧ講演会を下記日程で予定 

（１）開催日時：Ｒ7年 1月 9日（木）18：30－20：00 

（２）テーマ：チーム医療 

演題：「131床の病院でも？！だからこそ！のがん診療におけるチーム医療」 

講師：小髙 雅人先生（佐野病院 消化器がんセンター長） 

 下別府 郁子先生（佐野病院 診療技術部 薬局 外来がん治療専門薬剤師） 

竹本 梓先生（佐野病院 消化器センター病棟/外来化学療法室師長） 

会場：ちよテラホール 

 

２．今後取り組みたい事業内容や講演会について討議 

１）各病院の状況 

・高知赤十字 HP：現在医療安全所属で他の委員の意見を優先に 

    ・国立高知 HP：今年度より ivナースの育成に取り組んでおり、抗がん剤の血管確保などに取り

組んでいる。 

    ・幡多けんみん HP：ICI について、irAE の死亡事例や I 型糖尿病事例もあり症例検討も。地域

の課題として、また県民 HPとして取り組むことの必要性を感じている。年明けに大井田 HPの

佐藤 Dr（腫瘍内科）による研修会を企画。救急対応に困らないように電子カルテでのチェッ

クなども課題。 

    ・高知医療センター：アピアランスケアチームによる院内向けの勉強会を検討中。資料や取り組

みの共有も出来れば。患者会の再開も予定しており、そこでの勉強会も検討したい。 

    ・近森 HP：高齢者、独居、郡部在住で山奥から通院する患者も多く、受診行動への課題もある。

かかりつけに CV-Rのお願いをしても対応が困るなどの声もあり、地域の医師向け研修会もあ
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ればいい。 

    ・高知大学：CNとして活動始めたばかりであり、支持療法や FN対応も医師によって異なるため

症例検討回や施設間の話し合いなどがあればいい。 

→各医療機関で課題に感じることや検討している取り組みなどを討議した。また各医療機関で作

成している資料をシェアし、できるだけ県内共通の資材作成に取り組みたい。 

 

２）災害時の BCPについて検討 

各医療機関での BCP 案は策定しているところもあるが、がんの薬物療法に特化して立案してい

るものはないため、当 WGでも取り組みたい。 

まずは、災害看護の研修があまりなく、学びから始めたい。 

事務局弘末で講師候補を相談していく。 

 

３）その他 

特になし 

 

３．次回開催日：R７年２月７日（金）17：30 WEB開催 



第1回がん薬物療法部会講演会　参加者アンケート結果 2024.8.19開催

職種 人数 回答者：30人
医師 12
薬剤師 12
看護師 4
学生 2

がん薬物療法に携わっていますか

はい 19
いいえ 11

本日の講演会は、期待したものと一致していましたか？

一致していた 20
おおむね一致 10
期待した内容でなかった 0
どちらとも言えない 0

0

2

4

6

8

10

12

14

医師 薬剤師 看護師 学生

職種別 人数

0

5

10

15

20

はい いいえ

がん薬物療法に携わっていますか

0

5

10

15

20

25

本日の講演会は、期待したものと一致していましたか？
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内容は理解できましたか

大変理解できた 14
易しいかった 1
簡単すぎた 0
やや難しかった 13
難しいかった 2
その他 0

0

2

4

6

8

10

12

14

16

内容は理解できましたか



高知がん診療連携協議会

令和6年度 第1回

がん薬物療法部会 講演会

主催：高知がん診療連携協議会がん薬物療法部会
後援：高知県薬剤師会、高知県病院薬剤師会

場所

ちより街テラス ちよテラホール
ハイブリット開催（Web・対面）

■申込方法■
申込は①または②のいずれかの方法でお願いいたします。

（申込締切：８月１３日）

①右記、ＱRコードを読み取り必要事項を入力してください。
②メールで申込：「819がん薬物療法部会参加申込」、本文に氏名、所属、職種、
参加形式(WEB・現地）を入力の上、メール（ir23@kochi-u.ac.jp）に送信してください。
WEBでご参加の方には、８月１５日（木）までに、招待メールを送信いたします。

2024
8/19
Start
19:00

M
O
N

■問合せ先■
高知大学医学部・病院事務部医事課 拠点病院管理係 岡村・溝渕
TEL：088-888-0316 （9:00~17:00/土日祝日休業)

開会
挨拶

一般
講演

佐竹悠良 先生 高知大学医学部腫瘍内科学講座教授
がん薬物療法部会 部会長

原浩樹先生 埼玉県立がんセンター
消化器内科科長兼診療部長

「進行再発の胃癌薬物療法における最近の話題」

19：00～19：30

19：35～20：35

佐竹悠良先生 高知大学医学部腫瘍内科学講座教授

※MSD(株)は特別講演のみ共催しております

「irAE症例共有」

座長

特別
講演

【会場のお越しの場合】
当日は軽食をご用意しております。つきましては、先生の所属するご施設の院内規定をご確認いただき、
必要な手続等がございましたらお取りくださいますよう、お願い申し上げます。
本会におきましては、MSD(株)による旅費の負担ができませんことをご了承ください。
【Webで参加の場合】
講演はWeb（Live配信）にてご視聴いただけます。
本会におきましては、MSD(株)による旅費の負担ができませんことをご了承ください。

演題



主催：高知がん診療連携協議会がん薬物療法部会
後援：高知県薬剤師会、高知県病院薬剤師会

開会挨拶
座⾧

講 演
20分

講 演
40分

対 象 医療従事者等

申 込 方 法 申込は①または②のいずれかの方法でお願いいたします。

（申込締切り：１月１７日（土））

①右記、QRコードを読み取り必要事項を入力してください。

②メールタイトルは「0122研修会参加申込」とし、本文に氏名、所属、職種、参加形式を入力の上、
メール（ir23@kochi-u.ac.jp）で送信してください。

WEB（Zoom)でご参加の方には、１月２１日（火）までには、招待メールを送信いたします。招待
メールが届かない場合は、お手数ですが下記までお問い合わせください。

申 込
お 問 合 せ

高知大学医学部・病院事務部医事課 拠点病院管理係 溝渕・岡村
TEL：088-888-0316（平日9：00～17：00）

『香川大学医学部附属病院における
がんゲノム医療の現状と課題』

1月22日(水)

2025年

開催日 会場
ちより街テラス３階

ちよテラホール
（高知市知寄町2丁目1-37）時 間 １９：００～２０：００

香川大学医学部附属病院

がんゲノム医療センター 技能補佐員 楠京子

高知大学医学部 腫瘍内科学講座 教授

がん薬物療法部会部会⾧ 佐竹悠良

香川大学医学部附属病院
がんゲノム医療センター / がんセンター / 腫瘍内科

准教授 奥山浩之



高知大学医学部・病院事務部 医事課拠点病院管理係 溝渕・岡村 TEL：088-888-0316（9：00～17：00/土日祝日休業）

主催：高知がん診療連携協議会がん薬物療法部会
後援：高知県薬剤師会、高知県病院薬剤師会

■申込方法■
申込は①または②のいずれかの方法でお願いいたします。

（申込締切：令和6年12月27日（金））

①右記、ＱRコードを読み取り必要事項を入力してください。
②メールで申込：「0109看護師ワーキング参加申込」、本文に氏名、所属、職種、
参加形式(WEB・現地）を入力の上、メール（ir23@kochi-u.ac.jp）に送信してください。
WEBでご参加の方には、令和7年1月6日（月）までに、招待メールを送信いたします。

■プログラム テーマ「チーム医療」
18：30～
18：35

部会⾧
開会挨拶

佐竹 悠良
（高知大学医学部 腫瘍内科学講座 教授）

「131床の病院でも？！だからこそ！のがん診療におけるチーム医療」

18：35～
19：00

講 演 医師の
立場から

小髙 雅人 氏
（佐野病院 消化器がんセンター⾧）

19：05～
19：30

講 演 薬剤師の
立場から

下別府 郁子 氏
（佐野病院 診療技術部 薬局 外来がん治療専門薬剤師）

19：35～
20：00

講 演 看護師の
立場から

竹本 梓 氏
（佐野病院 消化器センター病棟/外来化学療法室 師⾧）

（高知市知寄町２丁目１番３７号）



主催：高知がん診療連携協議会がん薬物療法部会
後援：高知県薬剤師会、高知県病院薬剤師会

日時 令和７年３月１８日（火）18：00～19：00

会場 ちより街テラス２階 TSUKI （高知市知寄町2丁目1-37）

部会長
開会挨拶

高知大学 医学部 腫瘍内科学講座 教授

佐竹 悠良

座 長
高知県立大学 看護学部 教授

藤田 佐和 氏

講 演
『災害医療・看護について学び、備えについて考える』
日本赤十字広島看護大学 看護学部 成人看護学 教授

中信 利恵子 氏

対 象 医療従事者

申 込 方 法 申込は①または②のいずれかの方法でお願いいたします。

（申込締切り：３月１２日（水））

①右記、QRコードを読み取り必要事項を入力してください。

②メールタイトルは「0318講演会参加申込」とし、本文に氏名、所属、職種、参加形式を入力の上、メール
（ir23@kochi-u.ac.jp）で送信してください。

WEB（Zoom)でご参加の方には、３月１４日（金）までには、招待メールを送信いたします。招待メールが届
かない場合は、お手数ですが下記までお問い合わせください。

申 込
お 問 合 せ

高知大学医学部・病院事務部医事課 拠点病院管理係 溝渕・岡村
TEL：088-888-0316（平日9：00～17：00）

がん治療を受ける患者さんに対する災害看護について、講演を開催します。災害看護の知識を深め、
より良いBCP（事業継続計画）や資材作成を目指しましょう。皆様のご参加をお待ちしております。


